
■ MSCI社の指数名称変更の概要

■ 弊社取扱いプロダクトにおける対応

＜名称変更対象プロダクト＞　変更箇所：太字下線部

＜ファンド名称の変更適用時期＞

MSCI社の指数名称変更に伴い、対象となる弊社取扱いプロダクトにつき
まして下記のとおり名称の変更を実施いたします。

年投（外）E20
（MSCI KOKUSAI ESG 
LEADERS INDEX連動型）

年投（外）E20
（MSCI KOKUSAI Selection 
INDEX連動型）

年投（外）E19
（MSCI EM Selection 
INDEX連動型）

年投（外）E19
（MSCI EM ESG LEADERS 
INDEX連動型）

変更前名称

2025年2月

【ご案内】　MSCI社の指数名称変更に伴うプロダクト名称変更について

変更後名称

2024年5月、EUの市場規制機関である欧州証券市場監督局
（European Securities and Markets Authority、以下「ESMA」）
はグリーンウォッシング（実質を伴わない環境訴求）リスクに対処するため、
「ESG」または「サステナビリティ」に関連する用語を使用したファンドの名

称に関するガイドライン※を含む最終報告書を公表しました。当該ガイドラ
インの公表を受けて、MSCI社では2025年2月3日より欧州地域で使用
される株式ESGインデックスの名称を変更することを決定しました。

※ 当該ガイドラインは、グリーンウォッシングに対する規制強化の観点から従来より
厳格な内容となっており、「ESG」等の特定用語を名称に含むファンドについては、
運用資産の少なくとも80％を実際にＥＳＧ目標に関連する資産に投じる必要がある
ほか、パリ協定ベンチマーク（PAB）に基づく除外（物議を醸す兵器やタバコの生産に
関与する企業、石油燃料の探査・生産・精製から収益の10％以上を得る企業の除外
など）の適用等が必要とされています。

欧州地域にて使用されていない「MSCI JAPAN ESG SELECT 
LEADERS INDEX」に関しては、MSCI社にて指数名称の変更は実施さ
れないことから、「年投（株）K19（MSCIジャパン ESG セレクト・リーダー
ズ指数連動型）」については、名称の変更はございません。
なお、弊社では①ポリシー、②体制、③投資手法・プロセス、④目的・目標、
⑤開示の５つの評価軸を基に、ESGファンド区分を実施しておりますが、今
般の名称変更対象プロダクトに対する弊社のESGファンド区分の変更はご
ざいません（弊社では、名称変更対象プロダクトについて引続き「ESGファ
ンド」と区分しております）。


